
     東日本大震災における本県の対応について 

被災地支援 

・福島県へ派遣：事務職１１人（派遣ニーズ調査、証明書発行業務、仮設住宅付帯設備支給、義援金支給、仮設住宅工事契約等） 

        土木職 ４人（災害復旧工事の設計、現場監督、災害廃棄物処理） 

        建築職 １人（罹災証明現地調査） 

・宮城県へ派遣：事務職 １人（老人福祉施設復旧支援） 

        福祉職 １人（子どもの心のケア）                              延べ人数３０７人 

災害対策本部総合調整班 

8265 

復興イベント支援 

《後援》 

・「東日本大震災 放射能問題と双葉町支援講演会」（主催：（社）さいたま市私立保育園協会） 

  平成２３年９月１０日（土）午後１時３０分～午後４時３０分 さいたま市民会館「うらわホール」 

  問合せ先 ０４８－８６２－３１２３ わらしべ保育園（事前予約制） 

  参加費 １，０００円（全額双葉町へ寄附） 

危機管理課   8142 

避難民の受入 

《既受入者》 

 ４，５５２人（主な内訳：旧騎西高校 ８６１人、公営住宅等 ５６８人、民間借上住宅（県）２，０８０人、ホテル・旅館 １５人） 

《児童生徒の受入》 

 １，１２４人（小学校６６２人、中学校２８３人、高校１７３人、特別支援６人 ８月２５日現在） 

《県営住宅等の提供》 

 １１７戸３４０人入居（８月２５日現在） 

福祉監査課    3440 

教育局総務課  6615 

住宅課        5564 

観光課        3957 

就業支援 
・避難所訪問箇所数      延べ７０箇所   

・就業相談窓口（就業支援課） 相談件数２１９件 就業者数１０５人（８月２５日現在） 
就業支援課   4534 

原子力発電所事故 

《福島第１原発》 １・２・３号機：原子炉への循環注水冷却を実施中 

                  使用済み核燃料プールの循環冷却装置が稼働中。原子炉内へ窒素封入中  

                 ４号機：使用済み核燃料プールの循環冷却装置が稼働中 

                     ５・６号機：安定停止状態 

※ 福島第一原子力発電所事故で拡散した放射性物質のうちヨウ素１３１の１３％、セシウム１３７の２２％が日本の陸地に降下したことが 

 国立環境研究所の推計でわかった。 

※ ヨウ素は、ガス状のものが多く、第一原発を中心に同心円状に広がり、セシウムは粒子となって雨や雲に取り込まれ、降雨などの影響を 

 受け、局地的に降下量が多い地域が生じた。 

環境政策課   3018 

温暖化対策課  3042 

危機対策本部危機管理課 

          8131 

危機管理防災部危機管理課調整担当 8121 
  問合せ先０４８－８３０－○○○○ 

   ○○○○は担当課の４けたの番号をダイヤルしてください。 
（８月２６日 １２時現在） 


